
平成27年4月20日議会活性化懇談会 １班の発表 

議会とは 

議員とは 

市と市民の向かうべき方向を決定する場所 
 a)議員は政策（公約）を発議して、議会としての政策とし実行する 
 b)上記の政策に対し、検証する仕組みをつくる 
 c)さらに、外部から評価する仕組み（ＮＰＯなど）でダブルチェックで市民に       
  広報する 
 d)議会の会派を２つにし、一般市民も参加する仕組みをつくる 
  （一般市民も入ることで政策のレベルを上げる） 

上段のa)～d)を実行する人 
 a)議員同士の活動を共有するために、日報提出を義務付ける 
 b)市民の声を吸い上げ、公約として掲げ、実行する 
 c)人事は当選回数順にしていくべき       



平成27年4月20日議会活性化懇談会 ２班の発表 

18歳以上が選
挙権を持つので、
議会傍聴を促す 

市民の声を形
にする場 

市民の代表 
最高の決定
機関 

多様な意見を
交わす場 

市長の行動に
対するチェッ

ク 

市民との距離を
狭めるような懇
談会を開く 

市民の要望を
取り入れる場 

会派ごとの市
民との懇談会
を開く 

自治体の中
枢として大切
な会議 

専門委員会を
作る 

各予算の
チェック機構 

会派代表質
問を取り入れ

る 

市民の代表
が集まるとこ

ろ 

各世代への
声掛け 

南魚沼市の
将来を担う会 

専門委員会に
議員が参加 

十年後の未来像が
ないと街づくりの構
築ができない 

気軽に来れる
ような懇談会 

市民の幸せ 
豊かな地域を
作り出してい

く場 

議会とは 議員とは 

定期的な懇談会の開
催（全議員、個人的） 

地区にかかわらず巡
回しレポート作成 

市民の声を吸い上げ、
議会に通す 

自分の公約は100％
努力する 

世代別の懇談会を開
催 

市民のサークル活動
などに積極的に参加

する 

市民の声をできるだ
け聞く場を作る 

公約実行 

個人の活動報告書を
示す 

子ども達、中高生と話
し合う 

市民の声を公平に、
議会に届けるパイプ

役 

年1回程度全議員が
集まり、公約の状況を

発表 

 懇談会   市民の声   パイプ役  公約実行 

議員として 

働く場所づくり 企業
するよう努力する 

市の問題点を的確に
分析できる人 

費用対効果をもっと互
いにチェックする 

市民からお金をいた
だいている責任があ

る 

市民の代表なので、
各年代の多様な経験
を持つ男女が必要 

市議会議員としてふさ
わしい態度や行動を

してほしい 
信念がある人 ブレない人 

政策ビジョンと信条を
しっかり持ち、市民に

示す 

誠実な人で実際に行
動する人が必要 

・会派代表質問を取り入れる 
・傍聴者を増やすために、土・日曜夜に議会を 
 開催 
・市民の声を吸い上げるよう、会派ごとや各世 
 代が気軽に来れる懇談会を開く 
・南魚沼市の将来を担う最高の決定機関 
・議員が参加した専門委員会を作る 
・十年後に豊かな地域になるように導いていく場 
・行政、市長をチェックする場 
・市民の多様な意見を交わす場 


